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とあらわされる写像を平面内の中心アファイン変換（centroaffine transforma-
tion）とよびます．

中心アファイン変換で不変な図形の性質をどのように調べたらよいでしょ
うか？言い換えると，中心アファイン変換で写りあうものは同じものと理解
するとき，その図形に対してどのような「意味のある量」を定義できるでしょ
うか？
この講義では，このような問題に対して微分幾何学的なアプローチを紹介

します．まず，平面内のなめらかな曲線について，よく知られた「曲率」の概
念を簡単に触れた後，中心アファイン幾何学における「曲率」を定義し，中
心アファイン曲率一定曲線を紹介します．つぎに，空間内の曲面について議
論を進めます．微分幾何学を学んだ方はもちろん，はじめての方にも楽しん
でもらえるように，微分積分学，線形代数学を予備知識としてお話します．
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課題：下記の中から２問選んで提出せよ．締切，提出先については講義時に
指示する．ただし，講義の感想も添付すること．なお，問題３，４について
は，印刷したものだけではなく，PDFファイル（あるいは HTMLファイル
とGIFファイル等）にして電子メールでも提出することが望ましい．

問題１．中心アファイン幾何学の工学への応用の実例または可能性について
まとめよ．

問題２．x : I 3 t 7→ x(t) ∈ R2 の中心アファイン曲率がつぎで与えられるこ
とを示せ．
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問題３．平面曲線について，s を中心アファイン弧長パラメータとし，κ を中
心アファイン曲率とするとき，κ(s) = s となる曲線を描画せよ．ただし，画
像だけではなく，描画の方法の解説もつけること．

問題４．つぎで与えられるTzitzeica 曲面を描画せよ．また，中心アファイン
変換を施すとき，曲面がどう変わるかを観察し，「魅力的に見える」画像を選
び出せ．ただし，画像だけではなく，描画の方法等の解説もつけること．

(i) xyz = 1.
(ii) (x2 + y2)z = 1.
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